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Student-Led Graduate Student Research Exchange Program (学生発表会) 報告書 

門脇大我，菅陽佳，林善道 

 

本報告書は，2026 年 9 月 28 日に九州大学伊都キャンパス（IMI オーディトリアム）およびオ

ンライン（Zoom）のハイブリッド形式で開催された研究発表会「UTM-KU Student-Led Graduate 

Student Research Exchange Program」の実施記録である． 

 

1. 開催の目的と背景 

本発表会の主な目的は以下の 3 点である． 

 

・九州大学(KU)とマレーシア工科大学(UTM)の大学院生による研究交流： 

両大学の学生計 10 名が登壇し，英語での研究発表および質疑応答を通じて学術的知見を深め

る． 

・学生主体の運営とネットワーク構築： 

九州大学マス・フォア・インダストリ研究所(IMI)の支援のもと，学生オーガナイザー（門脇，

菅，林）が企画から当日の進行までを主導した．学生自身が国際交流の場を創出することで，

運営能力の向上とフラットな関係構築を目指す． 

・持続的な関係性の強化： 

本夏の UTM 訪問時の交流を起点としている．帰国後に日本側から発信する形で発表会を企画

し，両大学の学生の継続的な関係発展を図る． 

 

2. 期待される成果 

本発表会の実施により，以下の成果が期待される． 

 

・多角的な視点の獲得と研究の発展： 

10 名の登壇者による多様なテーマ（流体モデル，統計，深層学習など）の発表と議論を通じて，

参加者それぞれが自身の研究に対する新たな知見やアプローチを獲得すること． 

・国際的コミュニケーション能力と運営スキルの向上： 

英語での発表および質疑応答の経験により，参加学生の国際的な発信力が強化されること．ま

た，学生オーガナイザー（門脇，菅，林）が司会進行やタイムキーパーなどの運営を主導する

ことで，実践的な国際イベントのマネジメントスキルを習得すること． 

・持続的なネットワークと共同研究の基盤構築： 

発表での質疑応答や発表後の交流会（Networking Session）における直接的な対話を通じて，KU

と UTM の学生や研究者間に強固な人脈が形成されること．これが将来的な共同研究の創出や，

今後の継続的な交流プログラムの開催へと繋がること． 
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3. 活動実績 

3.0. 制作物 

･ ポスターおよびデジタルサイネージ掲載用画像：会場前へのポスター掲示および学内のデジタ

ルサイネージでの表示 

･ パンフレット：告知メールへの添付および参加者へのデータ配布 

 

3.1.交流活動 

･ ネットワークスペースの活用：発表会の休憩中や終了後に講演者同士や参加者との交流を図っ

た。 

 

3.2. 当日の進行と参加者 

当日は発表者を含め計 24 名が参加した．  

 

13:00 - 13:45： 開会挨拶，Session 1（発表 3 名） 

13:45 - 14:00： 休憩 

14:00 - 14:45： Session 2（発表 3 名） 

14:45 - 15:00： 休憩 

15:00 - 16:00： Session 3（発表 4 名），閉会挨拶 

16:00 - 16:30： Networking Session（交流会），表彰式 

 

3.3. 発表者および発表内容 

各 Session において，計 10 名（KU・UTM 学生）が以下のテーマ・順番で発表を行った． 

 

Session 1 

・Taiga Kadowaki (KU)： 

"Stochastic Growth Modeling of Vascular Plaque Dynamics and Optimization of Catheter-Based 

Drug Delivery" 

 

・Fatanah Binti Hamzah (UTM)： 

"Two-Dimensional Dam-Break Debris Flow Model Incorporating Voellmy Rheology, Earth 

pressure coefficient and Coriolis Parameter" 

 

・Katsunari Fujishima (KU)： 

"Mathematical Optimization of Study Time Allocation for Japanese University Entrance 

Examinations" 
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Session 2 

・Yoshimichi Hayashi (KU)： 

"Application of Bioconvection Model Framework to Vegetation Distribution" 

 

・Ang Chin Xiang (UTM)： 

"Omega Limiting Set of b-Bistochastic Quadratic Stochastic Operator" 

 

・Go Hashimoto (KU)： 

"Description of hybrid systems by term rewriting" 

 

Session3 

・Junya Miyake (KU)： 

"Bayesian Estimation for Variable Selection and Fusion Based on a Nonlocal Prior" 

 

・Nwebonyi James Ugochukwu (KU)： 

"Optimal Intermittent Hierarchical Control for Multi-Agent Systems (MASS)" 

 

・Aina Nuha binti Che Mahadzir (UTM)： 

"Explainable Deep Learning Model using Large Language Model for Palm Oil Fresh Fruit 

Ripeness" 

 

・Haruka Suga (KU)： 

"A Mathematical Model for the Optimal Treatment Order of Multiple Vascular Stenoses" 

 

3.4. 表彰 

本発表会では，優れた発表を称えるため，現地参加の KU および UTM の教員による審査に基

づき，以下の 2 つの賞が授与された． 

 

・Best Research Presentation Award：Junya Miyake (KU) 

 

・Best Presentation Award：Ang Chin Xiang (UTM) 

 

4. 今後の展望 

本発表会の成果と反省を踏まえ，以下の展望が挙げられる． 

 

・定期的な交流プログラムの定着： 

本年夏の KU 学生による UTM 訪問，および今回の KU での発表会開催という相互交流の実績
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を基盤とし，今後も定期的な研究交流イベントとして定着させる． 

 

・共同研究への具体的展開： 

各発表や Networking Session で形成された学生間のネットワークを活用し，単発の交流に留ま

らず，実際の共同研究プロジェクトの立ち上げへと発展させる． 

 

・学生主体の運営体制の継続・継承： 

「Student-Led」の枠組みを維持し，次世代の大学院生へオーガナイザーの役割を引き継ぐこと

で，学生の国際的リーダーシップおよびイベント運営ノウハウを継続的に育成・蓄積する． 

 

5. 総括 

本イベント「UTM-KU Student-Led Graduate Student Research Exchange Program」は，九州

大学 IMI の支援のもと成功裏に終了した．本発表会を通じて得られた主な実績は以下の通りであ

る． 

 

・円滑な実施と発表の完遂： 

伊都キャンパス，および Zoom を用いたハイブリッド形式にて，KU と UTM の学生計 10 名が

英語での研究発表を完遂した．計 24 名の参加者を得て，多様な専門分野にわたる活発な議論が

行われた． 

 

・交流会を通じた関係性の構築： 

プログラムの最後に交流会（Networking Session）を実施し，両大学の学生・教員間で直接的な

対話を行うことで，学術・文化両面での親睦を深めた． 

 

本発表会は，同年夏の UTM 訪問を契機とした両校の交流を単発で終わらせず，日本側から発

信する形で継続させた点に大きな意義がある．今回確立された「Student-Led」の枠組みと参加者

間のネットワークは，今後の持続的な研究交流に向けた重要な基盤となった． 

 

以上  
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【参考】ポスター  
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【参考】パンフレット 
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